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はじめに

平成 年は 月下旬から 月にかけて福島県相

馬市では低温・寡照となり、特に 月の月間日照時

間は同アメダスの最少記録を更新した（図 ）。そ

こで、本稿では平成 年夏季の寡照が水稲の登熟

に及ぼした影響を解析した。

試験方法

福島県農業総合センター浜地域研究所内の水稲作

柄解析試験ほ場 面積 約 で調査を実施した。品

種は「ひとめぼれ」、「天のつぶ」、「コシヒカリ」

を供試し、平成 年 月 日に乾籾を箱当たり

播種し、 月 日に条間 ×株間 、株

当たり 本で手植えした。施肥量は、基肥は成分量

で 「コシヒカリ」は

とし、追肥は「ひとめぼれ」、「天のつぶ」

は出穂 日前、「コシヒカリ」は出穂 日前を目

安に成分で 施用した。調査区は各品種

㎡ 区の 反復とした。調査は、各品種について出穂

後 日以降 日ごとに各区 株ずつ穂を採取し、

粗玄米千粒重は出穂後 ～ 日 平年値は出穂後

～ 日 、籾黄化率は出穂後 日～ 日 平年値は

出穂後 ～ 日 の期間調査した。

試験結果及び考察

平成 年の水稲の生育は、 月中旬まで概ね高温

・多照で経過し、全ての品種で出穂期が平年より

～ 日早かったが、成熟期は平年より ～ 日遅か

った 表 。出穂期～成熟期の積算平均気温は平年

より ～ ℃増加しており、出穂の早い品種ほど

大きく増加した 表 。出穂後 ～ 日の積算日照

時間は、「ひとめぼれ」、「天のつぶ」では平年比

～ と著しく少なく、「コシヒカリ」でも平年比

と少なかった 表 。一方、同期間の平均気温は、

「ひとめぼれ」、「天のつぶ」では平年を ℃程度下

回ったが、「コシヒカリ」では平年差 ℃と概ね

平年並みであった 表 。出穂が早かった「天のつ

ぶ」と出穂が遅かった「コシヒカリ」で籾の黄化速

度を比較すると、「天のつぶ」は出穂後 日までほ

とんど進んでおらず、出穂後 日以降も平年より

緩やかであった。一方で、「コシヒカリ」の籾の黄

化速度は出穂後 日までは緩慢であったものの、

出穂後 日以降は平年並みであった 図 、図 。

出穂後 日以降の積算気温はどちらの品種におい

ても平年よりやや低く推移した 図 、図 。粗玄米

千粒重は、「天のつぶ」と「コシヒカリ」を比較す

ると、「天のつぶ」では出穂後 日から 日まで

平年を下回り 図 、「コシヒカリ」では出穂後

日から 日にかけて平年を下回った 図 。

登熟期間に日射量が制限されることで玄米 粒重

の肥大速度が低下し、登熟が遅延するとの報告があ

り 、本稿の調査結果においても登熟初期～中期に

粗玄米千粒重の肥大が遅延していたこと、登熟初期

の積算日照時間が少ない「天のつぶ」の籾黄化速度

が特に低下していたことから、平成 年の水稲の

登熟遅延は登熟初期の寡照の影響が大きかったと推

察された。なお、「天のつぶ」、「ひとめぼれ」で

は登熟初期の平均気温も平年を下回っているが、「コ

シヒカリ」の平年における登熟初期の平均気温と同

程度であることから、登熟への影響は小さいと考え

られた。

まとめ

平成 年 月下旬～ 月にかけての低温・寡照

が水稲に及ぼした影響を解析した結果、登熟初期の

寡照が水稲の籾の黄化速度や粗玄米千粒重の肥大

の遅延に大きく影響したと推察された。
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図 平成 年 月～ 月の半旬別気象経過 アメダス相馬、平年値は ～ 年の平均値）

表 水稲作柄解析試験の出穂期及び成熟期 表 各品種の出穂期以降の気象経過

図 籾黄化率と積算気温の推移 、「天のつぶ」 図 籾黄化率と積算気温の推移 、「コシヒカリ」

図 粗玄米千粒重の推移 、「天のつぶ」 図 粗玄米千粒重の推移 、「コシヒカリ」
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